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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 廿日市市立宮島小学校・宮島中学校（宮島学園）                       

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒７３９－０５０５ 

       広島県廿日市市宮島町７７９－２                              

  E-mail  miyajima-e-soshiki@hatsukaichi-edu.jp                       

  Website  http://www.hatsukaichi-edu.jp/miyajima-ej/                     

  児童生徒数  男子５２名   女子５０名  合計１０２名 

        児童・生徒の年齢６歳～１５歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

  国際理解 

  世界遺産 

□ 平和・人権 

 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

 
 

 
今年度の本校研究主題は「『思考力・判断力・表現力等を育てる指導の工夫』～ＥＳＤの実践を通して～」です。 

主に総合的な学習を軸に他教科を交えながら取組を進めています。 

本校では，研究を進めるに当たって「３つの視点」に留意しながら取組を進めています。 

 

   
・視点１「めあてに対応したまとめ・振り返り」です。昨年度から全クラスで取り組んでいます。 

１時間の授業を「めあて」から「学習の流れ」，「まとめ」まで黒板一面で板書します。 

「めあて」に対して児童自身の言葉で「まとめ」をします。書いたり，話したりして，自分のまとめを仲間と共

有します。 

 

   
・視点２「関わり合う（学び合う）場の設定」です。教師からの一方通行的な授業，受け身的な授業でなく，

能動的な授業を構築していかなくてはならないと考えています。また，廿日市市で取り組んでいる「つながり

支援プロジェクト」の柱である「自己有用感」を高めるための学習支援に資するために，本校では，サテライ

ト研修で外部講師を招き，「人間関係形成能力の育成」について学んできました。 

学習活動では，授業の中にグループ討議や体験活動等を仕組んでいきました。総合的な学習の時間で５年生で

は環境について学習するに当たり，宮島の海岸に生息する生き物を調べ，昨年度の７年生（現８年生）が生き

物調べをした結果と比較し，見つけることができなかった生き物が多数いた原因を確かめるために，再度生き

物調べを実施しました。 
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文化祭のステージ発表で５・６年生合同によるニュース発表の中で，５年生は，身の周りの環境と生き物につい 

て，学習したことを発信しました。２月１９日には，学習のまとめとして，宮島水族館よりゲストティーチャー 

を招き，厳島神社大鳥居周辺の干潟におけるアオサによる環境問題の実態調査と，清掃活動を行いました。子ど 

もたちは，「少しでも干潟をきれいにしよう」と，一生懸命ゴミを集めました。１年間を通して，「宮島を大切に 

したい」という思いが強まりました。 

 

 

 

  

５年生は，１学期の総合的な学習の時間で，小なきり浦

海岸で実施した「海辺の生き物調べ」の結果や，そこか

ら海の汚れについて考えたことなどを壁新聞にまとめま

した。壁新聞は，クラスの３つの班がそれぞれ１枚ずつ

作りました。その３点を「第３４回 海とさかな自由研

究・作品コンクール 壁新聞部門」に出品しました。そ

の結果，その３点の壁新聞全てが「優秀賞」を受賞しま

した。クラスで取り組んだことが，「入賞」という形で評

価され，子どもたちにとって大きな自信となりました。 

・本校では自己有用感を高める取組のひとつ

として，全校行事や複数学年での合同行事の

後などにリーダーシップを発揮してくれた

上級生に対して，付箋に感謝のメッセージを

書いて渡したり，校内に掲示する「ハッピー

ツリー」の取組を続けています。 

視点３「ＥＳＤの充実を図る」です。 

「宮島」の教育資源や環境を生かし，自然環

境や伝統文化の理解，国際理解を深める学習

内容の充実を図っています。９年間のスパン

で子どもを育てる小中一貫校の強みを生か

し，「総合的な学習の時間」を中心に，各教

科等で授業実践するとともに，教育内容の実

践と検証を行います。 
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ＥＳＤの視点に立った学習指導で育てよう

とする資質・能力・態度です。以下，各学年

で取り組んでいることを紹介します。 

宮島小中学校では，各学年あるいは複数学年

合同により，地域色を生かした系統的な指導

を行っています。１・２年生は，「まちたん

けん」で地域を知る学習をしています。 

 

３年生は，１・２年生の生活科の授業を発展

させて，１・２・４年生と合同で，地域の方

の指導のもと，「たのもぶね作り」を行って

います。 

 

４年生は，宮島彫りなどについて地元の伝統

工芸士に学び，自分たちも作品を作る活動を

しています。また，宮島の恩人，誓真さんが

考案された，杓子への感謝をこめて「杓子供

養」へも参加しています。 

 



 5 

 
 

 
 

 
 

 

５年生では，身の回りの環境について調べた

り自分の考えをまとめたりしています。ま

た，７年生と合同で，８月に野外活動を実施

し，地域理解を深めることができました。 

 

６年生は来校者へのガイド活動をしていま

す。 また，芸能保存会の協力で三味線の学

習をしています。 

中学校では，国際理解教育，環境教育，地域

遺産教育の３つを柱として，取り組んでいま

す。 

 

中学校ＥＳＤテーマ「宮島の伝統文化および

自己と地域の将来について」の学習を続けて

います。 
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宮島の伝統・文化である「宮島太鼓」です。毎年文化祭で披露し，年度末に引き継ぎを行います。 

 

  

「ボランティアガイド」では，来島した外国

人に英語でガイドをしています。また，今年

度は，「双方向のガイド」を掲げ，相手の国

のことや，自分たちの取組についての気づき

感想なども聞きながら，人と人との関わりを

広げていければと考えています。 

地域行事への参加では，大晦日の鎮火祭への

参加，たのもさんへの参加，管絃祭の提灯行

列への参加をしています。 

２月１４日の「宮島カキ祭」の野外ステージ

でも，大勢の来島者の前で，地域の指導者や

保護者と一緒に，堂々と披露する宮島小中学

校児童生徒の姿がありました。 
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今年度の「基礎・基本定着状況調査」では，タイプⅠの問題において，全教科で県平均を上回っていました。

タイプⅡの問題では，ほぼ県平均を上回っていましたが，小学校・中学校両方の全教科において記述や資料，

グラフを読み取り活用する力や，実験結果を分析，解釈して結論を見いだしたり，グラフから読み取ったりし

たことを論理的に説明する力が十分ではない，という課題が見られました。 

８年生の英語の授業の様子です。共同的な態

度やコミュニケーション能力を高めるため

のペアワークの活動や入国審査場面を生徒

同士で演じさせるなど，主体的行動力を高め

る活動を取り入れています。 

「『関わり合い・学び合い』が，めあてを達

成するため，または，思考力・判断力・表現

力の向上に有効であったか。」については，

自作問題や学力調査等で検証していきます。 

 

今年度の基礎・基本定着状況調査」で，「将

来の夢や目標は、かなうと思います。」の質

問について、３年間の経緯を見てみますと、

５年生・８年生共に、この２年間は広島県の

平均を上回っています。特に、８年生は、昨

年度より２０％以上高い数値を示していま

す。 

「自分のよさは，まわりの人から認め

られていると思います。」の質問では，

今年度，５年生・８年生共に顕著な数

値の伸びが見られました。自己有用感

を高める取組や関わり合いをもたせる

指導の効果と考えられます。 
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児童・生徒アンケート結果で，児童・生徒は概ね「宮島が好きである」と答えています。また宮島の自然や環

境に対しても多くの児童・生徒が興味を持っていることが分かりました。 

「日本語で宮島ガイドができる」という割合の高さから，宮島の事をよく知っているという思いと宮島を誇り

に思う気持ちが育っていると言えるのではないかと思われます。 

しかし，「２０年後も宮島に住んでいる」の質問に対しては，児童・生徒の多くが，「将来は島外で生活する」

と考えているようです。 

 

 
 

 
 
これからも世界遺産という特別な地で学び育つ子どもたちが，自信を持って「ふるさと宮島」を語ることが

できるよう教育活動を進めていきたいと思っています。「宮島で学ぶ」ということが，子どもにとって，「自

己の未来を切り拓いていくためのたしかなあゆみ」となるよう，また，教師にとっても，子どもたちの学ぶ姿

に「最高のやりがいを」感じることができるよう，これからも精一杯取り組んでいきたいと思います。 

１１月に，京都の大原学院で行われました「第１回

小中一貫教育小規模校サミット IN大原」に本校職員

５名が参加しました。そこで，現在，宮島を離れ大

学院で学んでおられる本校卒業生の方が，このよう

に話しておられました。「宮島を離れて，初めて，

宮島の魅力，特殊性，非日常性に気付かされました。

将来は宮島に帰り，建築家として宮島の為に力を発

揮していきたい。」と。また，同じく参加してくだ

さった保護者の方も，宮島や宮島小中学校のことを

とても大切に思われている気持ちが伝わってきまし

た。大変嬉しく思いました。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

 その他（宮島文化部の活動として実施      ） 
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